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（単位：千円）

流動資産 1,292,167 流動負債 589,746

現金及び預金 1,095,738 1年内返済予定の長期借入金 247,000

貯蔵品 75,678 未払金 185,036

未収金 55,560 未払費用 49,278

前払費用 64,573 未払法人税等 65,640

その他 615 未払消費税 5,500

前受運賃 22,514

賞与引当金 11,542

その他 3,234

固定資産 4,812,371 固定負債 6,487,451

鉄道事業固定資産 2,873,465 長期借入金 6,412,000

有形固定資産 2,797,695 退職給付引当金 74,791

無形固定資産 75,769 契約保証金 660

投資その他の資産 1,938,905

長期前払費用 1,463,341 7,077,198

投資有価証券 475,554

その他 9 株主資本 △ 972,659

資本金 7,129,000

利益剰余金 △ 8,101,659

その他利益剰余金 132,042

繰越利益剰余金 △ 8,233,702

△ 972,659

6,104,538 6,104,538

（記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。）

科　　　　目科　　　　　目 金　　　額 金　　額

貸　借　対　照　表
（２０２３年３月３１日現在）

負債及び純資産合計資産合計

純資産合計

（純資産の部）

（負債の部）

負　債　合　計

（資産の部）
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営業収益 907,538

営業費 1,024,076

営業損失 116,537

営業外収益

受取利息 16

有価証券利息 1,702

その他 3,072 4,790

営業外費用

支払利息 6,767

その他 312 7,079

経常損失 118,826

補助金受入れ額 302,634

過年度損益修正益 90 302,724

11,300 11,300

税引前当期純利益 172,597

法人税、住民税及び事業税 40,554

当期純利益 132,042

   （記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。）

損　益　計　算　書

（２０２２年４月１日　から　２０２３年３月３１日まで）

固定資産除却損等

科　　　　　目 金　　　　額

（単位：千円）

特別損失

特別利益
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（単位：千円）

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

２０２２年４月　１日残高 7,129,000 △ 8,233,702 △ 1,104,702 △ 1,104,702

事業年度中の変動額

当期純利益 132,042 132,042 132,042

事業年度中の変動額合計 132,042 132,042 132,042

２０２３年３月３１日残高 7,129,000 △ 8,101,659 △ 972,659 △ 972,659

（記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。）

株主資本等変動計算書
（２０２２年４月１日　から　２０２３年３月３１日まで）

純資産合計

株　主　資　本

資本金 株主資本合計
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個 別 注 記 表 

Ⅰ 継続企業の前提に関する注記 

 新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡大に伴う各国政府による渡航制限や日本政

府により発出された度重なる緊急事態宣言、自治体からの自粛要請は国内外の航空需要等

に重要な影響を与えてまいりました。 

 当社におきましても、仙台空港利用鉄道旅客、都市内利用鉄道旅客ともに激減し、前事業

年度において営業損失 344,445 千円、当期純損失 353,707 千円を計上し、当事業年度にお

きましても、宮城県からの新型コロナウイルス感染症影響による支援金により当期損益で

は３期ぶりに黒字となったものの営業損失では 116,537 千円を計上し、運営資金を減少さ

せ、平成 28 年度から続く債務超過額は新型コロナウイルス感染症の発出以降大幅に積み増

す結果となり、これに加えて、開業から 16 年が経過し、各種機器やシステムの更新等のた

め、多額の支出が発生してきており、このままでは数年後には資金の枯渇等、継続企業の前

提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

 当社は、当該状況を解消すべく以下の対応策を講じます。 

 

（１） 収益構造の改善 

    抜本的な経営改善に向けては今後運賃改定の検討が必要であるとの認識のもと、

2023 年２月に見直しした中期経営計画で運賃改定の検討について位置付けをしてお

り、令和５年度に実施する「事業継続のための経営安定化検討調査」のほか、宮城県

からの支援や助言を受けながら、運賃改定や資金繰りに向けた取組を進めてまいり

ます。 

 

（２） 固定費の削減 

    鉄道事業者の使命である安全・安定輸送を第一として業務を行っており、安全対 

策等に要する固定費は縮減が困難な状況にありますが、引き続き、役員報酬、賞与、

管理職手当、福利厚生費などの人件費の他、事務経理等の削減にも努めてまいります。 

 

以上の施策を実行することにより、将来に向けた経営基盤の強化を図ってまいります

が、収益構造の改善施策は実行の途上であることから、継続企業の前提に関する重要な不

確実性が存在するものと認識しております。 

 なお、計算書類及びその付属明細書は継続企業を前提として作成しており、継続企業の

前提に関する重要な不確実性の影響は計算書類等に反映しておりません。 
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Ⅱ 重要な会計方針に係る事項に関する注記 

１ 資産の評価基準及び評価方法 

（１）有価証券の評価基準及び評価方法 

    満期保有目的の債券 

 償却原価法(定額法)に基づいて評価しております。  

 （２）たな卸資産の評価基準及び評価方法 

    貯蔵品 

先入先出法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下による簿価 

切下げの方法により算定）によっております。 

 

 ２ 固定資産の減価償却の方法 

（１）有形固定資産 

    定額法によっております。ただし、鉄道事業固定資産の構築物のうち、取替資産

については、取替法によっております。 

    なお、主な耐用年数は次のとおりであります。 

   建物      １９～３８年 

   建物付属設備   ８～１７年 

   構築物      ７～６０年 

   車両運搬具    ５～１３年 

   機械装置     ５～１７年 

   工具器具備品   ２～２０年 

（２）無形固定資産 

    定額法によっております。ただし、自社利用のソフトウエアについては、社内に

おける利用可能期間（５年）に基づく定額法によっております。 

（３）リース資産 

所有権移転外ファイナンスリース取引に係るリース資産については、リース期

間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法となっております。 

（４）長期前払費用 

    支出の効果が及ぶ期間で均等償却をしております。 

 

３ 引当金の計上基準 

（１）賞与引当金 

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額のうち当期の負

担額を計上しております。 

（２）退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務見込額に

基づき計上しております。 
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 ４ その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項  

（１）消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 

 

 （２）収益及び費用の計上基準 

当社は鉄道事業であり、主に輸送サービスを提供することで定期外収入や定期

収入が生じます。旅客運輸収入（定期外収入）は、顧客に対して、乗車券で定めら

れた区間の輸送サービスを提供する履行義務を負っており、当該履行義務は輸送

サービスの完了をもって充足されると判断し、当該時点において収益を認識して

おります。 

旅客運輸収入（定期収入）は顧客に対して、定期乗車券で定められた区間の輸送

サービスを有効期間に渡り提供する義務を負っており、当該履行義務は定期乗車

券の有効期間の経過により充足されると判断し、有効期間に応じて収益を認識し

ています。 

     運輸雑収は顧客に対して商品またはサービスを提供する履行義務を負っており、

当該履行義務は、商品の引き渡し時点またはサービスの提供時点で充足されます。 

 

 

Ⅲ 会計方針の変更に関する注記 

（１） 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29 号 2020 年 3 月 31 日）等を

適用しておりますが、収益認識は従来と変更ありません。約束したサービスの支

配が顧客に移転した時点で、当該サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で

収益を認識し、顧客から受け取る対価の総額から相互乗り入れ区間による他の鉄

道事業者に支払う額を控除した純額で収益を認識しております。 

 

（２） 「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第 30 号 2019 年 7 月 4 日）。以

下「時価算定基準」という。）等を前事業年度から適用し、時価算定基準第 19 項

及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第 10 号 2019 年 7 月 4 日）第

44－2 項に定める経過的な取り扱いに従って、時価算定会計基準が定める新たな

会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる計算書類

への影響はありません。 
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Ⅳ 貸借対照表に関する注記 

１ 有形固定資産の減価償却累計額  

２ 鉄道事業固定資産 

5,024,950千円 

  

有形固定資産 

建物 

車両運搬具   

工具器具備品 

 

851,566千円 

44,299千円 

38,929千円      

 

構築物  

機械装置 

     

2,768,795千円 

1,643,368千円 

190,632千円 

無形固定資産    

３ 固定資産の取得原価から直接控除された国庫補助金等圧縮累計額 

４ 関係団体に対する金銭債権及び金銭債務 

   長期金銭債務 

   短期金銭債務 

    75,769千円 

873,971千円 

 

6,659,000千円 

184千円 

 

 

Ⅴ 損益計算書に関する注記 

１ 営業費                            

    運送費                            

一般管理費                          

    諸税                                

    減価償却費                                                  

                                                         

２ 関係団体との営業取引以外の取引高                                    

 

498,038千円 

156,072千円 

148,872千円 

221,092千円 

 

      306,857千円 

 

 

Ⅵ 株主資本等変動計算書に関する注記 

１ 当事業年度末の発行済株式の種類及び総数 

   普通株式     142,580 株 

２ 当事業年度における自己株式の種類及び株式数  

   普通株式       120 株（なお、自己株式の帳簿価額はゼロであります） 

 

 

Ⅶ 税効果会計に関する注記 

   繰延税金資産の発生の主な要因は、退職給付引当金と賞与引当金であり、全額評価性

引当金として控除しています。 

 

 

Ⅷ リースにより使用する固定資産に関する注記 

事務機器の一部については、所有権移転外ファイナンスリース契約により使用して

おります。
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Ⅸ 金融商品に関する注記 

 １ 金融商品の状況に関する事項 

（１）金融商品に関する取組方針 

    有価証券及び投資有価証券は、主に一時的な余剰資金の運用を目的としたもので

あり、市場価格の変動リスクにさらされておりますが、定期的に時価や発行体の財務

状況を把握し、取締役に報告されております。 

   また、資金調達については、設備投資資金（長期）の一部として宮城県からの借入

によっております。 

リスクを伴う投機的な取引は行っておりません。 

（２）金融商品の内容及びそのリスク 

長期借入金は、想定外の事由によるフリー・キャッシュ・フローの減少に伴い、支

払期日に支払を実行できなくなるリスクにさらされております。 

（３）金融商品に係るリスク管理体制 

    当社は、取引の適正な実行及びリスク管理を目的とした基本方針に基づき、総務担

当部署が関係する社内規程に従い、取締役会の決議または適正な社内手続きを 

   経て実行しております。 

２ 金融商品の時価等に関する事項 

   2023 年 3 月 31 日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額について 

は、次のとおりであります。 

                                                                    (単位：千円) 

区     分 貸借対照表計上額(＊) 時 価（＊） 差 額 

①  現金及び預金  1,095,738  1,095,738 － 

②  有価証券及び投資有価証券      475,554     450,762 △24,792 

③ 長期借入金(1 年内返済

長期借入金含む) 

  

（  6,659,000 ） 

 

（ 6,659,000 ） 

    

   － 

   （＊）負債に計上されているものについては、( )で示しております。 

(注 1）金融商品の時価の算定方法に関する事項 

① 現金及び預金 

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当

該帳簿価額によっております。 

② 有価証券及び投資有価証券 

これらの時価については、日本証券業協会が公表の平均値で計算した価格に

なっております。 

③ 長期借入金 

長期借入金の時価については、将来キャッシュ・フローを同様の新規借入を        

行った場合に想定される利率で割り引いて算定する方法によっております。 

 

 



 

(注２) 長期借入金の決算日後の返済予定額 

                                  （単位：千円） 

区  分 1 年以内 
1 年超 

2 年以内 

2 年超 

3 年以内 

3 年超 

4 年以内 

4 年超 

5 年以内 
5 年超 

長期借入金 247,000 247,000 247,000 247,000 247,000 5,424,000 

合計 247,000 247,000 247,000 247,000 247,000 5,424,000 

 

 

Ⅹ 関連当事者との取引に関する注記 

親会社及び法人主要株主等                           （単位：千円） 

属性 会社等の名前 議 決 権 等

の所有（被

所有）割合 

関連当事者 

との関係 

取引の内容 取引金額 科目 期末残高 

法人

主要

株主

等 

 

 

宮城県 

 

（被所有） 

直接 

52.91％ 

 

 

役員の兼任 

 

資金借入 

（注）2 

－ 長期借入金  6,659,000 

借入金利息 

の支払 

（注）2 

  6,767 未払費用 

 

184 

         

その他 －  － 

 

（注）1 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。上記取引金額には、消費税等は含まれておりません。 

2 取引条件ないし取引条件の決定方針等について 

   資金借入の条件は、宮城県の「仙台空港アクセス鉄道整備資金貸付要綱」（平成 27 年 9 月 18 日変更） 

   によっております。 

 

 

Ⅺ 1 株当たり情報に関する注記 

  1 株当たりの純資産額           △6,827 円 60 銭 

  1 株当たりの当期純利益          926 円 88 銭 

 

 

Ⅻ 重要な後発事象に関する注記 

  該当事項はありません。 


